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取 組 事 例 名 『２ｗｅｅｋｓ ｃｈａｌｌｅｎｇｅ』 

取組における育てたい資質・能力 

人間関係形成 社会参画 自己実現 

コミュニケーション能力 ３ 主体性 １ 達成感・継続する力 ２ 

取 組 の ね ら い 

 昨年度，「吉中学びの７か条」を掲げ，学級委員会を中心に挨拶コンクールに取り組んできた。今年度

は，生徒会全ての委員会でコンクールを計画・実行することで生徒会執行部が主体となり，全校生徒に

よる学校生活の改善・充実を図る。 

取組の具体的内容 
取 組 の 創 意 工 夫 

『継続と発展』 

本校には学級委員会・学習文化委員会・生活委員会・保体委員

会・報道委員会の五つの委員会がある。その各委員会が２週間単

位のコンクールを計画・実行し，最も熱心に取り組んだ学級を表

彰する。 

・授業挨拶コンクール（授業開始・終了時のあいさつの際の立っ

ている姿勢，声の大きさ，礼の丁寧さを評価する。） 

・オールＡトールＤＡＹコンクール（１日の全ての授業について

評価し，オールＡ評価を目指す。） 

・Ｔｉｄｙコンクール（部活動で着替えた際にバッグ，衣服，シ

ューズが整理整頓できているか評価する。）

 

・ヘルメット in bikeコンクール（自転車のヘルメットが籠に正

しい向きで置いてあるか評価する。） 

・朝食コンクール（朝，栄養素に関してバランスの良い朝食を摂

ることができているか評価する。） 

・川柳コンクール（学校生活を五・七・五で表現し，全校生徒が

最も共感できる作品を選ぶ。） 

昨年度，一つの委員会が２週間単位

で行っていたコンクールを五つの委

員会の持ち回りによるコンクールへ

と発展させた。 

先輩たちが築いたものを継続し，自

分たちの新たな視点を加えることで

学校生活をより活性化させようと生

徒会執行部の熟議により生まれた取

組である。 

取組の成果と課題 

 五つの委員会がそれぞれの活動の特性を踏まえた上で学校生活の課題を見つめ，取り組むことにより，

様々な面において改善が見られた。また，２週間という期間が集中して取り組むのに適した期間であっ

た。生徒アンケートにおいても「場に応じた挨拶ができています。」は 97.0％，「部活動ではあいさつや

整理整頓などマナーを意識して活動しています。」は 96.3％と高い数値が表れている。課題はコンクール

期間中と終了後の意識に差が生じてしまうので，意識を定着させることである。 
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